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C 65 幼児期における健康知識の習得に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関する研究（第i報）

　　　　群馬女子短大　　　　笠原　賀子

　〔目的〕近年、わが国においては．成人病の増加とその若年化．とくに．幼児期における

成人病予備軍の増加が注目されており、一生を通じる食習慣を左右するといわれる幼児期

の食生活を見直すことは、必須の課題である．　したがって、本研究は、基本的な生活習慣

を習得する大切な時期にある幼児期において．それぞれの発達段階に応じた健康教育.（と

りわけ、栄養指導をはじめとした栄養知識の普及）を行うための基礎的資料を得ることを

目的として、pre調査を実施し．その実態を一部、明らかにしたものである．

　〔方法〕①調査時期:1988年11月～12月　②対象: 群馬女子短期大学附属幼稚園園児（年

長組）50名（S26名、♀24名）　③内容：一般的な健康知識に関する22の項目（lO分類）

④方法：幼児１人１人を個別に面接し．3つの絵の申から正しい１つの絵を選択させる方

法*　　　　　･C.M.Hendricksら（J.School Health 58（1）21,1988）

　〔結果〕①正反応の割合は、非常に高く．しかも、半数以上が、平均点を上回っている．

②①において、性差は、啄とんどないが、その分布や誤反応の項目などに違いがある．

③正反応の割合が、低い群と高い群では、誤反応の項目に若干の差がある．④禁止すべき

内容の項目は．有意に相関が高い（Pく0.005） ⑤興味深い点は、歯の健康に関する項目

であり、正反応が高い反面．誤反応も高い．　〔考察〕以上の結果より、幼児期における

健康知識に関する知識の習得は．本調査においては．比較的、良好である．しかしながら、

各家庭における母親の食事作りに対する姿勢や家事手伝いの背景、両親の生活習慣や嗜好、

父親の喫煙に対する態度などを強く反映していることが示唆される．
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目　　的

　現在、小学校では全国の約98％の学校で昼食に学校給食が実施されている。しかし、中学校

では50％台に実施校が滅っている。大阪府下の公立中学校でも、中学校で学校給食が実施され

ている例は少ない。中学校生徒は体格的にもまた精神的にも変化の大きい時期である。このよ

うな中学校生徒を対象に、昼食に着目して、その他の食事の状態や、身体の状態を比較検討し

成績を得たので発表する。

　方　法

（1 ) 対象：大阪府下在住の13～14歳児　150名（男子75名、女子75名）

（２）期間：19 8 8年６月

（3 ) IS査方法：昼食に学校給食がなく、学校食堂を有する公立中学校２校より無作為抽出し

　　　た15 0名に、調査日の昼食によ･5 、A .家からの弁当持参、B .学校食堂利用、c .

　　　市販の弁当とパン持参、D . 食べないの４群に分け、昼食の内容及び、朝食.夕食、夜

　　　食の有無.さらに身体の状熊について、それぞれ割合を算出し比較検討を加えた。

　結　果

（1 ）夜食に関しては、食べない回答がA 、B群とも、それぞれ8 3.6％、8 7 ％と比較的

　　　多い割合を占めたが、その他の食事に関しては特異な傾向は認められなかった。

（2 ）身体の状態に関しては、Ａ群とそめ他の群に分け、身体的不調に関する1 4 項目のうち

　　　2 a下と３以上の回答別に割合を算Hiしx'検定を行ったところ、全体及び、男子に関し

　　　て危険率5 ％以下で、Ａ群の方が身体の不調を訴える者が少ない傾向を認めた。


